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石川県の長い石鏃について
久田　正弘

１．はじめに
　私の職場は平成10年に開設された㈶石川県埋蔵文化財センターになってから、飛躍的に遺跡の調査
量が増えた。各調査員は発掘調査をこなすことが精いっぱいであり、報告書が配布されたと同時に新
たな知見や問題点を認識するのが普通であった。その中で中能登町（旧鹿西町）徳丸遺跡（財2004）
にガラス質安山岩２として下呂石の長身鏃が報告された。筆者は、平成16年度の所内研修時に下呂石
の現物を回覧されて共有化をはかってみた。その後、報告書や現場などで下呂石・黒色安山岩・黒色
頁岩製長身鏃を確認したことから、本稿をまとめることにした。

２．県内の長身鏃
　当初長さ35㎜以上の石鏃を集成し始めたが、かなりの量になることが予想されたので40㎜以上を対
象とした。その結果、弥生時代の石鏃だけではなく、縄文時代の石鏃の中にも長い石鏃があるのを確
認した。石材名は、報告書の記述を尊重したが、写真・実物・技法などから確認して筆者が変更した
部分もある。石川県内は、輝石安山岩と呼ぶ黒色安山岩の産地が志賀町（旧富来町第２図■）にあ
り、無斑晶安山岩やガラス質安山岩と呼ばれていた。サヌカイトとも似ており、表皮（23）が付いて
いないと肉眼だけでは区別は難しい。よって、分析か表皮で確認された以外は、安山岩と呼称する。
玉髄質泥岩は県内ではフリントと呼ばれ、新潟県では玉髄とされる石材であるが石川県で使用する玉
髄とは異なる。県内では珠洲市横山海岸（第２図●）で採取される黒色半透明玉髄質泥岩（高田・大
屋ほか2008）や淡茶褐色や透明に近いものなど数種類があり、産地は複数存在する可能性がある。珪
質頁岩は、珠洲市内に産地が想定（西田2005）されており、凝灰岩や流紋岩は地質から北加賀・南加
賀地方で産地が想定可能である。下呂石は、富山県ではハリ質安山岩、小松市八日市地方遺跡では玻
璃質デイサイト（小松市2013）と呼称されている。
　分類は、形態的に三角形を１類、柳葉形を２類、五角形を３類とした。基部の形態から凹基をa
類、平基をｂ類、円基・凸基をｃ類、有茎をｄ類として分類したが、厳密には分類に苦しむものもあ
る。

　　　　 

３．県内の状況
　県内では、報告を確認できたのは65遺跡144点である。しかし、文献検索時の漏れ、報告前の資料
や観察表だけの記載（真脇遺跡、八日市地方遺跡）などもあり、出土量はこれ以上存在する。発掘調
査の少ない市町や金沢市街地化区域などは、分布が希薄である。また、著名な縄文遺跡と八日市地方
遺跡以外は、１遺跡での出土量が少ない。縄文時代の遺跡は、時期幅がある場合が多いので大雑把に
「縄文」とし、縄文時代か弥生時代か判断できないものと縄文時代晩期末～弥生時代前期（乾遺跡）

第１図　石鏃の形態分類概念図
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のものを「縄文・弥生」とした。なお、第4図59は報告書の図面自体が変形しているので、図上で修
正したが正確ではない。
　縄文の傾向をみてみたい。1a類18点は幅17～22㎜15点と集中する。2ｂ類３点は幅20～22㎜、2ｃ類
２点は17～19㎜に集中する。2ｄ類12点は、幅19㎜以下で12～16㎜11点に集中する。３a類７点は、幅
15～18㎜４点に集中する。縄文全体では幅12～15㎜と17～22㎜に集中する傾向が伺え、長さは50㎜以
下が多い。縄文時代の長い石鏃は、１a・２d類が主体である。石材的には、能登地方では玉髄質泥
岩・珪質頁岩・安山岩が主体、北加賀地方では安山岩・玉髄質泥岩が主体で凝灰岩も目立ち、南加賀
地方では流紋岩が主体である。玉髄質泥岩と安山岩は、産出地周辺のみならず広域に運ばれている
が、珪質頁岩・流紋岩・凝灰岩は、産地周辺に限られる傾向がある。
　縄文・弥生は、1ｄ類は18㎜、2ｄ類は18㎜に集中する。石材は安山岩が主体である。
　弥生の傾向をみてみたい。縄文に多い1a類４点は少なく、幅15～18㎜３点集中する。1ｂ類15点は
幅12～20㎜13点集中する。1ｄ類は幅20㎜以下である。2ｂ類5点は幅13～15㎜であり、長さも43～48
㎜であり、サイズが近い。2ｃ類３点は幅・長さともバラツキが多い。2ｄ類４点は11～12㎜３点と細
いものが多い。3a類４点は14～15㎜３点に集中するが、幅30㎜の26は弥生前期である。3ｂ類20点は
幅12～16㎜15点が集中し、７点は八日市地方遺跡である。3ｃ類２点は幅15㎜である。3ｄ類15点は幅
14～20㎜に12点集中する。弥生全体では幅12～20㎜に集中し、13・15・18㎜前後が多い。縄文時代よ
りは細身になる傾向が伺える。弥生時代の長身鏃は、１b・３b・３d類が主体である。石材的には縄
文に無かった下呂石製が13点確認され、八日市地方遺跡は５点と多い。
　形態的には、1a類は縄文18点：縄文・弥生４点：弥生４点であり、圧倒的に縄文が多い。幅は縄文

第２図　長い石鏃の出土遺跡
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第３図　能登・北加賀地方の長い石鏃
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第４図　北加賀地方の長い石鏃
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第５図　北加賀・南加賀地方の長い石鏃
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第６図　南加賀地方の長い石鏃
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表１　石川県の長い石鏃集成

市町名 番号 遺跡名 報告番号 石材 形態 時期 長さ 幅 厚さ 重量 備考

1
珠洲市

1 高波フルヤ 28図1 珪質頁岩 1a 縄 44 18 5

2 2 北方光真B 60図13 珪質頁岩 1b 縄 57 30 12 16.9

3 能登町

3 真脇 86図1-36 1a 縄 58 28 5

4 真脇 86図1-35 1a 縄 43 19 5

5 真脇 86図1-34 1a 縄 43 28 5

6 真脇 02図35-6 珪質頁岩 2b 縄 40 24 9 1.8

4 穴水町 7 曽福 59図1 安山岩 3a 縄 （48）（13） 3 （2.0）

5 輪島市
8 道下元町 71図1 3a 縄 46 28 12 　

9 道下元町 71図2 アプライト 3b 縄 42.0 13.6 3.6 2.15

6

七尾市

10 殿山 12図21 安山岩 1a 縄 46 18 4

7 11 三引 67図241 珪質頁岩 1b 縄弥（39.5）18.4 6.7 3.9 　

8 12 千野高塚古墳 14図1 安山岩 1b 弥 48 16 3.5 2.11 サヌカイト？

9 13 三室まどかけ 76図18 安山岩 3b 縄弥 50 23 10

10

中能登町

14 久江ツカノコシ 57図680 玉髄質泥岩 3d 弥 46 19 6 3

11
15 徳丸 36図13 下呂石 3d 弥 43.5 14.8 6.2 2.8

16 徳丸 36図14 下呂石 3d 弥 42.1 17.9 5.6 3.1

12

17 杉谷チャノバタケ 241図111 安山岩 3d 弥 54 11 5 3

18 杉谷チャノバタケ 241図112 黒色頁岩 3d 弥 49 18 6 3.8

19 杉谷チャノバタケ 241図113 赤色珪質岩 3d 弥 44 16 9 4.6

20 杉谷チャノバタケ 242図116 安山岩 3d 弥 43 19 5 2.6

13

志賀町

21 山王丸山 60図15 安山岩 1a 縄弥 44 23 3.4 2.1

22 山王丸山 60図14 安山岩 1a 縄弥 40 23 3.4 2.4

14 23 徳田宮前 24図89 安山岩 3b 弥 50 16 6 4.1 輝石安山岩

15 24 福井ナカミチ 55図438 安山岩 3a 縄弥 49.4 19.6 5.2 2.29

16 25 米浜 18図8 流紋岩 1d 縄弥 46 18 7.3 3.2

17
26 代田営団 24図1 安山岩 3a 弥（58.2）30.0 12.0（17.8）

27 代田営団 24図2 安山岩 1b 弥 40.0 19.2 6.0 3.4

18
羽咋市

28 吉崎・次場 135図226 安山岩 1b 弥 41 20 8 4.9

19 29 東的場タケノハナ 120図15 安山岩 1a 弥 41.2 17.5 4.4

20 宝達志水町 30 竹生野 151図4 安山岩 1b 弥 48 22 5

21
かほく市

31 中沼Ｃ 44図9 玉髄質泥岩 1a 縄 55.9 20.2 2.9 2.8

22 32 上山田貝塚 40図1 安山岩 3a 縄 41.0 16.0 3.4 2.6

23 津幡町 33 七野墳墓群 22図88 下呂石 3d 弥 48 16 5

24

金沢市

34 近岡 17図8 2d 縄弥 45 13 5 県1995

35 近岡 17図9 2d 縄弥 45 14 12 県1995

25
36 戸水Ｃ 19図2 1d 弥 （3.8） 19 6 県1986

37 戸水Ｃ 19図6 2d 弥 44 12 5 県1986

26 38 戸水Ｂ 168図5 安山岩 2d 弥 46 12 5 2 県2004

27
39 大友Ａ 43図269 安山岩 1b 弥 55.0 16.0 6.0 4.32 　

40 大友Ａ 43図268 安山岩 1b 弥 43.0 13.0 5.0 2.63

28 41 大友Ｇ 209図97 頁岩？ 3b 弥（62.0）13.0 5.0 4.50 灰色

29 42 大友西 190図4 3b 弥 （46） 10 5 市2002

30

43 直江北 56図28 安山岩 2b 弥 43 13 5.0 2.50 市2014

44 直江北 108図1 玉髄？ 3b 弥 43 18 5.0 2.32 市2014

45 直江北 108図2 安山岩 3b 弥 46 9 4.0 1.74 市2014

46 直江北 108図3 安山岩 1d 弥 42 10 5.0 2.50 市2014

47 直江北 96図Ｓ1 安山岩 3d 弥 （38） 16 5 2.12 県2016

31 48 畝田・寺中 12図21 安山岩 3b 弥 42 14 4 市2015

32 49 畝田西遺跡群 65図Ｓ50 安山岩 3c 弥 52 15 5 3.8 県2006

33 50 畝田Ｂ 70図128 安山岩 3b 弥 41 22 4.5 2.05 県2003

34

51 畝田Ｃ 67図1 安山岩 1b 弥 48 17 6 6.0 市2004

52 畝田Ｃ 58図148 安山岩 3b? 弥 48 12 5 3.5 県2004

53 畝田Ｃ 59図152 安山岩 3d 弥 42 22 7 3.7 県2004

35 54 二ツ屋町 22図6 3b 弥 42 14 4 2.4

36 55 藤江Ｂ 68図13 安山岩 3b 弥 41 9.5 5.5 2.2 県2001

37

56 藤江Ｃ 129図2 安山岩 2d 弥 51 11 6 2.72 県2001

57 藤江Ｃ 26図37 安山岩 3b 弥 55 12 6 4.11 市1994

58 藤江Ｃ 65図442 下呂石 3a 弥 50 15 4 2.5 県2002

59 藤江Ｃ 142図7 3d 弥 43 18 7 4.09 県2001

38 60 下安原 86図8 3d 縄弥 40 17 6 4

39
61 上安原 155図1006 下呂石 3b 弥 53 14 5 2.9

62 上安原 155図1005 3a 弥 40 14 3 2.16

40

63 中屋サワ 107図944 下呂石？ 1a 縄 40 16 4 2.3 市2009

64 中屋サワ 58図393 1b 弥 40 18 4.5 2.89 市2007

65 中屋サワ 107図993 安山岩 2d 縄 40 14 7 4.2 市2009

66 中屋サワ 156図1865 2d 弥 （49）（22） 6 8.21 市2007

67 中屋サワ 127図1446 下呂石 3d 弥 44 12 6.5 2.4 市2007

41 68 下福増カワラケダ 35図162 安山岩 3b 弥 40.0 12.0 5.0 2.37

42

69 チカモリ 34図200 安山岩 1a 縄 41 22 7 5.5

70 チカモリ 30図52 玉髄質泥岩 3d 縄（48.5） 8.5 6.5 （2.8）

71 チカモリ 29図18 安山岩 3b 縄 （49） 9.7 5 （2.6）

72 チカモリ 32図145 安山岩 2d 縄 49.5 12 6.5 3.9

市町名 番号 遺跡名 報告番号 石材 形態 時期 長さ 幅 厚さ 重量 備考

43

金沢市

73 新保本町西 25図5 安山岩 3a 弥 41 15 6 3.30 市1993

44 74 押野西 32図8 1b 弥 50 26 8 8

45 75 北塚 70図10 白色凝灰岩 1c 縄 40 14 5 1.5 市1998

46

76 笠舞A 82図21 流紋岩 1a 縄 49 17 4 2.1 市1981

77 笠舞A 26図4 凝灰岩 1a 縄 （43） 18 3 （2.5）県1979

78 笠舞A 82図20 安山岩 1a 縄 40 20 4 2.5 市1981

47

野々市市

79 御経塚 6‐22図49 安山岩 1a 縄 48 18 7 3.1 町1984

80 御経塚 144図194 玉髄質泥岩 3a 縄 40.2 15.4 4.4 1.8 町2003

81 御経塚 6‐22図72 安山岩 3a 縄 （45） 16.5 5 （2.8）町1984

82 御経塚 144図230 玉髄質泥岩 2d 縄 40.5 14.0 11.9 4.8 町2003

83 御経塚 6‐21図41 玉髄質泥岩 2d 縄 43 16 6 3 町1984

84 御経塚 144図228 玉髄質泥岩 2d 縄（40.5）10.4 4.6 （1.6）町2003

85 御経塚 6‐21図2 安山岩 2d 縄 （44） 12 6 （2.5）町1984

86 御経塚 185図31 玉髄質泥岩 2d 縄 42.8 18.7 5.5 2.0 町1989

87 御経塚 185図30 玉髄質泥岩 2d 縄 46.7 11.7 4.9 2.5 町1989

88 御経塚 144図227 安山岩 2d 縄 51.1 14.1 6.6 4.6 町2003

89 御経塚 144図226 安山岩 2d 縄 53.9 14.0 6.4 4.4 町2003

90 御経塚 6‐21図1 流紋岩 2d 縄 56 13 7 4.7 町1984

48
91 押野タチナカ 58図1 安山岩 1b 縄弥 44 21.5 7 6.7 町1989

92 押野タチナカ 48図1 玉髄質泥岩 1d 縄弥 41 18.5 6 2.3 町1989

49 93 押野大塚 82図174 安山岩 3b 縄弥 40 11 4 1.5 町2011

50 94 末松廃寺 95図3 安山岩 1d 縄弥 54 18 7 3.9 県2000

51

白山市

95 野本 57図302 安山岩 1d 弥 43 16 7 3.1 県1993

52 96 八田中ヒエモンダ 16図80 安山岩 2d 縄弥 51 14 5 3.0 

53

97 乾 12図94 3a 縄弥 57.9 24.2 7.3 8.0 県2010

98 乾 138図379 安山岩 3a 縄弥 48 17.6 8 5.5 県2001

99 乾 138図371 細粒凝灰岩 2a 縄弥 52 20 7 6.5 県2001

54
100 福岡 49図9 チャート 2d 縄 （45） 12 6 2.4 

101 福岡 49図11 玉髄質泥岩 2c 縄 44 17 9 6.4 

55 102 下吉谷 下呂石 1b 弥 42.6 14.8 2.9 1.5 

56

能美市

103 庄が屋敷Ｃ 202図1 安山岩 1a 縄 47 21 4 3.0 

57 104 莇生 93図1 石英粗面岩 2 縄 （45） 15.6 4.7 2.4 

58 105 牛島ウハシ 44図2 安山岩 1a 縄弥 49 17 5 5.0 

59

小松市

106 白江梯川 21図390 安山岩 3d 弥 79 17 7 8.4 サヌカイト？

60 107 長田南 22図15 流紋岩 1a 弥 （51）（16） 5 3.5 

61 108 大長野Ａ 99図96 硬質頁岩 1a 縄弥 40.4 21.6 7.2 5.1 

62 109 大谷高校 3図1A8 縄 55 19 12

63

110 六橋 83図3 流紋岩 1a 縄 43 19 6 2.4 

111 六橋 83図2 流紋岩 1b 縄 45 21 8 6.0 

112 六橋 83図1 黒色頁岩 1b 縄 47 11 7 4.0 

113 六橋 84図38 流紋岩 2b 縄 49 20 13 15.4 

64 加賀市

114 藤ノ木 38図20 長石 1a 縄 41.5 18 5.0 2.9 

115 藤ノ木 38図21 長石 1a 縄 44 18.5 5.0 2.1 

116 藤ノ木 38図22 長石 1a 縄 45.5 19 5.5 3.9 

117 藤ノ木 38図8 安山岩 1a 縄 50 17 6.5 5.5 

118 藤ノ木 39図113 玄武岩 2b 縄 49.5 24 11.5 10.4 

65 小松市

119 八日市地方 46図374 安山岩ｂ 1a 弥 40.1 15.3 4.9 1.8 市2013

120 八日市地方 77図74 下呂石 1a 弥 66.0 29.0 7.0 2.3 県2004

121 八日市地方 44図343 安山岩 1b 弥 42 18.5 4.6 2.79 市2013

122 八日市地方 45図367 安山岩 1b 弥 43.8 19 4.8 2.81 市2013

123 八日市地方 189図51 下呂石 1b 弥 42.5 12.6 5.7 2.44 市2003

124 八日市地方 44図344 安山岩 1b 弥 43.4 15.5 4.9 2.5 市2013

125 八日市地方 189図40 安山岩 1b 弥 42.8 16.3 4.6 2.67 市2003

126 八日市地方 77図81 安山岩 2c 弥 42.4 25.6 6.6 7.2 県2004

127 八日市地方 186図6 碧玉質岩 2c 弥 44.2 16.8 5.5 3.42 市2003

128 八日市地方 46図382 黒色頁岩 2b 弥 47.1 13.3 5.3 2.99 市2013

129 八日市地方 46図381 流紋岩 2b 弥 47.1 14.2 5.8 3.19 市2013

130 八日市地方 46図379 安山岩 2b 弥 45.3 13.5 7 3.54 市2013

131 八日市地方 46図380 安山岩 2b 弥 47.3 14.8 5.1 3.49 市2013

132 八日市地方 186図5 安山岩 2 弥 (42) 14.1 5.3 （2.63）市2003

133 八日市地方 46図377 安山岩 2c 弥 55.5 13.4 6.4 4.77 市2013

134 八日市地方 46図372 珪質岩類 3b 弥 41 13.9 4 1.84 市2013

135 八日市地方 46図376 安山岩 3b 弥 （44） 12.5 5 2.49 市2013

136 八日市地方 45図365 下呂石 3c 弥 42.6 15.1 7.3 4.42 市2013

137 八日市地方 45図370 下呂石 3b 弥 43.7 12.2 4.2 2.15 市2013

138 八日市地方 46図383 安山岩ｂ 3b 弥（46.9）12.4 4.5 2.91 市2013

139 八日市地方 46図378 安山岩 3b 弥 50 14.9 6.4 4.4 市2013

140 八日市地方 45図364 安山岩 3b 弥 59.3 15 5.1 4.64 市2013

141 八日市地方 190図54 サヌカイト 3b 弥 55.8 12.4 4.3 3.03 市2013

142 八日市地方 45図368 流紋岩 弥 46 17 6.4 2.71 市2013

143 八日市地方 190図62 下呂石 3d 弥 (38) 17.3 5.3 （2.3）市2003

144 八日市地方 186図8 下呂石 3d 弥 (48) 19.6 8.7 （6.86）市2003
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第７図　長い石鏃の分布
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では17～22㎜に集中する。1ｂ類は縄文３点：縄文・弥生２点：弥生15点であり、圧倒的に弥生が多
い。弥生では幅15～22㎜に集中する。1ｃ類は縄文１点である。1ｄ類は縄文・弥生３点：弥生３点
で、幅は16～19㎜に集中する。2a類は縄文・弥生１点（縄文晩期終末～弥生前期）がある。2ｂ類は
縄文３点：弥生５点であり、長さは50㎜以下と共通するが、幅は縄文20～22㎜：弥生13～15㎜と時
代により幅が狭くなる。2ｃ類は縄文２点：弥生３点（八日市地方遺跡）であり、幅は18㎜前後が多
い。2ｄ類は縄文12点：縄文・弥生３点：弥生４点と縄文に多く、幅は11～16㎜に集中する。3a類は
縄文５点：縄文・弥生３点：弥生４点であり、幅は13～20㎜に集中し、それを越えるグループ（24
～30㎜）もある。3ｂ類は縄文２点：縄文・弥生２点：弥生20点であり、圧倒的に弥生が多く、しか
も八日市地方遺跡７点と北加賀地方（金沢市沿岸部）11点に集中する。幅9～16㎜の細身が主体であ
り、22～23㎜は２点である。3ｃ類は弥生２点（安山岩と下呂石）が確認される。3ｄ類は17点中15点
が弥生であり、幅は14～20㎜に集中する。縄文の70は幅９㎜と細くて稜も弱く別な形式とした方が良
いのかもしれない。長さは、79㎜（109）以外は40～50㎜に集中する。
　厚さは８㎜までに集中する傾向がある。８㎜を越えるものは縄文６点、縄文・弥生２点、弥生前
期１点、弥生２点であり、縄文から弥生前期までが多い。形態的には2ｂ類３点（縄文）、2ｃ類２点
（縄文）、3ｄ類２点（弥生）がある。　　　
　15・16・33・106・143・144は、五角形長身鏃（石黒1993）や朝日型長身鏃（中村1996）と思わ
れ、106はサヌカイト？、他は下呂石であることからも、東海地方西部から搬入された可能性が高
い。20は有茎部が20㎜と異常に長く、県内には類例はない。大阪府瓜生堂遺跡（大阪府立弥生文化博
物館2007）に類例を確認したが、搬入品であるかは判断できない。
　在地系石材は、安山岩70点が圧倒的に多く、縄文では15点中1a類６点：2ｄ類５点が多い。縄文・
弥生では10点中1a類３点：3a類２点：3ｂ類２点である。弥生では、37点中1ｂ類11点：3ｂ類13点：3
ｄ類６点が多く、基部の分類ではｂ類（平基）が27点73％を占める。しかし、在地の輝石安山岩は、
慣例的に名称を与えているだけであり、サヌカイトの可能性もあるので在地比率は少なくなる可能性
があろう。
　玉髄質泥岩は11点中縄文９点：縄文・弥生１点：弥生１点であり、縄文では2ｄ類５点が多い。玉
髄質泥岩は原産地に近い真脇遺跡でも多く存在（高田氏教示）し、加賀地方まで運ばれている。弥生
時代の久江ツカノコシ遺跡（14、3ｄ類）は新潟県地方から搬入された可能性を想定したい。珪質頁
岩は４点全て能登地方で縄文３点である。流紋岩は９点中縄文５点：縄文・弥生１点：弥生３点であ
るが、縄文・弥生の25以外は加賀地方での出土である。凝灰岩３点は全て北加賀地方で縄文から弥生
前期までに収まる。
　外来系の石材は、サヌカイト・下呂石がある。サヌカイトと確認されたものは少ないが、分析や表
皮観察や磁力検査により今後増える可能性があろう。下呂石は13点あり、12点が弥生の３類である。
縄文の63（1a類）は中屋サワ遺跡出土であり、弥生時代の遺構も多い事から弥生時代の可能性もあ
る。下呂石は、長い石鏃でなければ、七尾市三引遺跡の縄文時代早期末～前期初頭の第１貝塚から６
点出土が確認（金山ほか2004）されている。

５．まとめにかえて
　石川県の長い石鏃を纏めてみたが、弥生の長身鏃について論考するまではほど遠いものである。集
成するのに時間がかかったこともあるが、輝石安山岩とサヌカイトの識別や石材名の未記載や計測値
などに問題が多い事を痛感した。縄文時代全体では長さ50㎜以下で幅12～15：17～22㎜に集中し、形
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態的には1a類が多い。弥生時代全体では、12～20㎜（13・15・18㎜前後）に集中し、縄文よりやや細
身になる。形態的には1ｂ・3ｂ・3ｄ類が多い。今回は上記の傾向が伺えた。
　図版の出典報告書が多いので、市町別に簡単にまとめた。県・市・町・村は教育委員会を省略、県
立は石川県立埋蔵文化財センターを省略、財・公は財団・公益財団石川県埋蔵文化財センターを省略
した。
　本稿をまとめるにあたり、赤沢徳明、下濱貴子、高田秀樹、永井宏幸、西田昌弘、原田　幹、宮田
　明、山川史子の協力を得た。敬称省略。
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